
特集

循環器疾患を予防する

心疾患と脳血管疾患を合わせた広義の循環器疾患は，わが国において悪性
新生物に次いで死亡者数が多く，依然として公衆衛生上の課題となっていま
す．わが国では，脳血管疾患が死因のトップであった時代がありました．こ
の対策として，健康教育，健康診断，早期発見・早期治療，医療の充実など
が図られました．1982 年に旧老人保健法が制定され，国民は広く健康教育
や健康診断を受けられるようになり，結果として脳血管疾患死亡は大きく減
少しました．高血圧症対策や減塩教育など，保健活動による取り組みの影響
も大きいと考えられています．

現在，循環器疾患のリスクは，高血圧症のみならず，糖尿病，脂質異常
症，喫煙，肥満などマルチリスクの状態へと変化してきています．特定健
診・特定保健指導が開始され，マルチリスクを有しやすい壮年期への公衆衛
生活動が重要視されています．また，新しい展開として，家庭血圧管理や，
循環器疾患予防を目的とした ICT(information and communication technol-
ogy)の活用など，循環器疾患予防の継続性や技術応用に期待が高まってい
ます．地域健康づくり活動のあり方も，来るべき時代に応じた対応が求めら
れています．

2018 年 12 月に「健康寿命の延伸等を図るための脳卒中，心臓病その他の
循環器病に係る対策に関する基本法」(脳卒中・循環器病対策基本法)が成立
し，循環器疾患予防は新たな局面を迎えることとなりました．本特集は，①
これまでのわが国の取り組み，② 循環器疾患の新たな知見での社会的・身
体的影響，③ 特定健診・保健指導や家庭血圧管理などの対策の現状，④ 循
環器疾患予防を目的とした新しい地域健康づくり活動など，循環器疾患の予
防について多角的に示すことを目的として企画しました．わが国において新
時代の循環器疾患予防を展開するに当たり，参考としていたければ幸いです．

神田秀幸(島根大学医学部環境保健医学講座教授)
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